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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・1/30に青陽館の巡視がある為、いつも行っている整理・整頓・掃除を更に徹底していく。
・法人の回線を使用しての電話は、1分以内で済ませる事

・業務に対して機械的にならず、順序立てて考えながら仕事を行う事

・電算化委員会～今週中にパソコンのデスクトップの整理を実施。どのパソコンでも業務が出来るよう、ＷＩＺ内に必要な物は収納し、使用しないアイコンは削除していく事。

・インフルエンザが流行している為、予防を徹底していく事

＜事例検討＞

小野寺　ノリ様（76）青風荘入所中・デイナイトケア利用

主病名：統合失調症　合併症：高血圧・脂質異常症・便秘

検討内容　目標と計画の内容確認と見直し

長期目標デイナイトケアに長く通う
中期目標①活動低下を防ぎ、健康的な生活を送る。
②本人の役割を行い、認知機能の低下を防ぐ。
短期目標①運動プログラムに参加し、筋力の低下や生活習慣病予防に努める。
②毎日、食事の準備（食器数え）や日付確認、献立メニューを報告する役割をこなし、日課として取り組む。
実施計画①運動プログラムへの参加状況を確認し、出来る範囲で大きく動けるように声掛けと個別指導を行う。
②本人が出来そうなことは、取り組めるように声掛けしていく。
現在の様子
· 通所再開当初は食事を摂取できず主食と味噌汁のみ摂取していた。徐々に常食を摂取できるまでに回復している

· プログラム参加は、閉眼する事無く参加している。運動時には途中で「怖い」「疲れた」と訴え休む事が見られるが、その場を離れる事はない。

· 日付の確認や食器の準備等、自分の役割は継続して行う事が出来ている。

· 以前に比べ、日中起きている事や反応の良さが見られる。

· 入浴時には自分で洗身出来る範囲が広く、入浴行動も一通り行えている。

· 作業では塗り絵を行っていたが、編物のほうが好きとの事。編物であれば作業を継続して取り組む事が出来ている。

· 私物をいつもと違う場所に置いてしまい、置き場所が分からなくなっている事あり。

· 本人へ目標を確認しても、はっきりとした返答は得られない。

· 南山苑の話が出ているわけではないが、「南山苑には行きたくない」との発言聞かれている。

青風荘での様子
· 日付や居場所を確認しても答える事が出来ないが、日課の時間(朝食時間)は答える事が出来ている

· 入院前よりも日課に強い声掛けが必要な状態で、起床後もウトウトしながら眠っている事が多く見られている

· 夜間はトイレ以外の中途覚醒はない

· 役割としては、テーブル拭きを担当し、当番の日を伝えると自主的に行っている

· 時間を見て声をかけなくては、自分から水分を摂取することは少ない

今後の目標・計画
· 現在立案しているものを継続して実施。

· 本人が役割を持てるよう追加で立案していく。

· 対応として、青風荘からお茶のセットを作ってもらい、時間を設けて通所での水分摂取を促していく。

＜利用者様情報＞

· 青木　紀子様～胸のモヤモヤした感じが常にあると話している。外来受診時に担当医へ相談

したが、内服で対応する事は出来ないため処方しないと言われ、ショックだったと報告されている。服薬の効果は期待できない為、内服量を増やして副作用の危険を高めるよりは、服用しないほうが安全と担当医が判断した結果である事を説明。症状に対してはずっと付き合っていかなくては行けない為、独自での対処法を身につけていく必要があることを併せて説明すると納得されている。

· 高橋　洋子様～本日も来所後嘔吐されている。朝食摂取後に吐気が強いと話しており、処方

された吐気止めを服用しているが効果はないとの事。先週水曜日から毎日

嘔吐している為、他科受診を促している。娘様にスタッフから説明して欲しいと希望あり、本日娘様へ説明する。

· 長瀬紘一郎様～木曜日の昼食後薬を紛失したと報告あり。明日外来受診の為、昼食後薬を

紛失した事を報告し1包多く処方してもらうよう説明している。医事へスタッフから連絡し、明日の薬の受け取りを外来にて行う事を伝える。

＜外来情報＞

・鈴木　茂子様～青山荘に入所中の為、うみねこ幸房の利用が出来ないことが不安だと訴えている。

・管野　勝利様～尿検査の結果、白血球が検出されており、膀胱炎のため内服処方となっている。

・川口　尚良様～自律訓練の成果が徐々にわかるようになってきたと話している。時折顔に電気が走ることがあると話しているが、処方はない。

・高橋　幸雄様～風邪を引いたと話しており、漢方薬処方となっている。

・青木　紀子様～胸のモヤモヤ感を訴えており、担当医からは常にある状態ではない為、自分でコントロールしてみるよう説明している。

・巴　　勇樹様～徐々に体調は改善してきていると話されている。

・清水　秋男様～日中に眠気があり、昼に30分ほど休んでいると報告されている。30分以上に休む時間を増やさないよう指導あり。

・平　　京子様～風邪が良くならないと訴えているが、漢方薬の処方は拒否している。

・東海林康之様～採血の結果白血球の数値が高く、来週採血実施予定。

・番沢　政勝様～栄養指導にて塩分を摂り過ぎであると指導されたと報告。2/1採血実施予定、食後に行う事を伝えている。

・村上　元道様～服用を忘れた分を自己判断で服用したことを報告されている。内服は間違わないよう指導受けている。

・赤石　陽介様～涎があると話され、タスモリン追加処方となっている。内服の調整は定期外来受診時に行う事としている。

・高柳　和子様～今週は気分の落ち込みが多いと報告あり、内服変更となっている。

・大久保康弘様～セルマニルを服用してから幻聴が改善したと話されている。全く無くなったわけではないとの事。

・清水頭　翼様～ハロマンス筋注実施している。

・繁名　和恵様～幻聴がひどいと訴え、セルマニルが本日夕から処方となっている。喉の痛みを訴えトローチも処方されている。

・豊川　明男様～微熱と胃部不快を訴え風邪薬処方となっている。

＜勉強会＞

自衛消防組織編成　確認

	　消防隊長　　　院長　　千葉　潜


	顧問相談役　　医師　安ヶ平忠也
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千葉良
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	　同副隊長　　防火管理者　大釜　定之

AOM　　菅原　静香


	

	隊名

　地区隊長
	係　別
	隊員名
	任務

	青陽館

　地区隊長

（防火管理者）

上野　葉子
	指揮係
	上野葉子
	1.隊長、副隊長の補佐

2.自衛消防本部の設置　

3.地区隊への命令伝達、情報の収集　

4.消防隊への情報の提供、災害現場への情報の誘導　

5.その他の指揮、統制

	
	通報連絡係
	川井さと子


	1.消防機関への通報及び通報の確認　

2.院内への非常通報

3.寮等へ通報　

4.関係者への連絡（緊急連絡先一覧表）

5.外部との交渉受付等

	
	消火係
	高森偉津子

松川智恵子
	1.出火場所へ直行し、消火器、屋内消火栓による消火作業の実施

2.地区隊への消火作業の指導指揮　

3.消防隊との連携及び補佐

	
	避難誘導係
	相内沙弥香

大谷地寛子

李蘭
	1.出火場所及びその上層階へ直行し、誘導開始の指示命令をする　

2.非常口の開放並びに開放の確認

3.避難設備器具の設定　

4.残留者なしの確認　

5.避難障害物の排除

	
	救護医療係
	服部智子

木村裕美
	1.応急救護所の設置（本部へ）　

2.負傷者の応急処置　

3.消防救急隊と連携・情報の提供

	
	物品搬出係
	柴田真弥
	1.非常持出物品の搬出


